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異形の音楽、異境の音a ――


















































アメリカの現代小説家 Paul Austerの The Music of Chance（1990）でも、音楽が重要な意味を
持つという印象を多くの読者は持つであろう。しかし『偶然の音楽』というタイトルからは
John Cageの「偶然性の音楽」を連想するが、いったいどんな音楽なのだろうか。また、登場人















































































































































































































































































































車がうまく噛みあっていた。（It was all so perfect.  We had everything balanced, all the wheels
were turning, and it was beautiful, man, really beautiful.）最高潮のこの時、すべてが音楽に変わ
るところまで来た時に（We had everything in harmony.  We'd come to the point where
everything was turning into music for us...）、ナッシュは部屋を出て行った。」ナッシュがスト
ーンの「世界の街」から宝くじを買う彼とフラワーの四センチほどの人形を盗んでからは、ポッ
ツィは坂を転げ落ちるようにツキ・運から見放されて大敗した。ナッシュは身の程知らずにも世
界にちょっかいを出して世界のリズムをだいなしにした（It was you. You broke the rhythm,
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ると考えてもよかろう。
小説『偶然の音楽』の音楽対位法
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３．異形の音楽、異境の音
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